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はじめに

　東三河はジオパークの構成要素であるジオサイト
（geosite）が県内でも集中している地域である（松岡，

2014）．豊橋市自然史博物館では東三河のジオパーク
に向けての活動を周知するために，2013年 6月 16日
にシンポジウム「東三河ジオパーク」を開催した．ま
た，2013年 5月 25日から 6月 30日まで企画展「東三
河のジオサイト」を開催し，ジオサイトを紹介する「東
三河のジオサイトかるた」の札を大判のパネルにして
展示した．同展は，蒲郡市生命の海科学館（2013.9.28

～ 11.4），豊橋市こども未来館（2014.1.2～ 1.19），新
城市鳳来寺山自然科学博物館（2014.4.20～ 6.1）にお
いても巡回展示した．2014年 1月 12日には，こども
未来館において，ジオサイトの解説をまじえながらカ
ルタ大会を開催した．
　豊橋市自然史博物館では特別企画展「大地のめぐみ
とその魅力」（2014.7.11～ 8.31），田原市博物館では企
画展「田原の自然　東三河のジオパーク」（2014.7.18

～ 8.31）において，東三河のジオサイトが紹介された．
　本稿は豊橋市自然史博物館で 2014年 10月 5日に開
催したシンポジウム「東三河のジオパークに向けて」
において筆者が講演した「東三河のジオツアー物語」
の内容について，当日の画像の一部を使いまとめたも
のである．

テーマごとのジオツアー

　物語性を持ったジオツアーは，東三河のジオパーク
のテーマを選定する上での資料となる．本講演では 7

項目にしぼり説明した．
（1）中央構造線めぐり
　南アルプスジオパークの南端の青崩峠から続く中央
構造線は，静岡県浜松市水窪，下河合，北条峠，浦川
を経て，愛知県新城市の八昇峠（第 1図），長篠から
豊川沿いに南下し，三河湾に入り，伊良湖西ノ浜を横
切り紀伊半島に伸びている．山間部ではケルンコルと
断層線谷が見られ，内帯と外帯の岩石の接する新城市
指定天然記念物の長篠露頭（第 2図）がある．
　中央構造線沿いは，信州と遠州・三河，そして伊勢
の人と文化をつなぐ道にもなり，滝や鉱山跡，塩化物
泉，三河湾沿岸等のジオサイトも多く存在している．
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第 1 図．新城市八昇峠からみた断層線谷．
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（2）河川めぐり
　東三河の主な河川は，天竜川水系，豊川水系，矢作
川水系のいずれかに属している．ここでは同一水系に
限定せず河川地形をめぐるジオツアーを紹介した．①
東栄町西薗目にある県指定天然記念物の「煮え淵の
ポットホール」，設楽町溜淵の河川争奪地形（第 3図），
川底に岩盤が露出する宇連川の「板敷川」，寒狭峡の
先行谷（第 4図），新城市名勝である桜淵の豊川左岸
岩壁の蜂巣岩，豊川下流域の蛇行などの多様な河川地
形をめぐることができる．②設楽層群の岩盤上を流下
する滝めぐりとしては，設楽町神田の名勝「神田の
三滝」，新城市大野の「桐谷の不動滝」（第 5図），海
老の「布引の滝（蔦の滝）」，棚山高原の「大島の滝」，
愛知県民の森の「不動滝」がある．③中生代の領家帯
や三波川帯の岩石を流れ落ちる滝としては，国指定
天然記念物・滝百選にも選ばれている「阿寺の七滝」，
中央構造線の擾乱帯にある新城市の「百閒滝」と市名
勝の「鳴沢の滝」，東栄町の「膳棚淵の滝」（第 6図），
豊根村の「四五六の滝」，豊川市の名勝「牛の滝とそ
の付近の自然」などがある．

（3）湿原めぐり
　東三河には，2つのタイプの湿原がある．日本最小
のトンボであるハッチョウトンボ，氷期のレリックと
されるミカワバイケイソウ（第 7図）や周伊勢湾要素
とされるシデコブシなど特有な動植物が湿原には生息
している．泥炭の発達する中間湿原には，愛知県天然
記念物に指定された新城市作手岩波の長の山湿原（第
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第 3 図．河川争奪地形（手前の津具川に道の奥の鴨山川の支流
がせまる）． 第 5 図．桐谷の不動滝（新城市大野）．

第 2 図．中央構造線の長篠露頭（新城市長篠）．

第 4 図．豊川の先行谷（新城市寒狭峡）．
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8図）や東海地方最大規模を誇っていた大野原湿原（約
50 ha）の一部が保存された清岳向山湿原がある．作手
高原には矢作川水系と豊川水系の平地分水点，設楽層
群の基底礫岩層，姶良 Tn火山灰層の露頭，三川分流
の巴山などのジオサイトがある．
　基盤岩上を地下水が流れる湿原としては，県指定天
然記念物の豊橋市の葦毛湿原及び田原市の黒河湿地が
ある．また，藤七原湿地の植物群落は田原市天然記念
物に指定されている．
（4）海めぐり
　三河湾の北側海域には，領家帯の岩石からなる仏島，
三河小島，三河大島，竹島（第 9図），松島などがある．
推定される中央構造線の南側海域には，三波川帯（御

荷鉾ユニット）の岩石からなる田原市片浜沖の姫島や
伊川津町貝ノ浜沖の潜水艦様の黒部岩が浮かぶ．三河
湾クルーズにより島々を見学しながら三河湾の成り立
ちや，三河湾に住む魚貝類の学習，スナメリのホエー
ルウォッチングを楽しむことができる．
　田原市馬草では，三波川帯の岩石と扇状地性堆積物
との不整合，海岸段丘が見られる．伊良湖の古山と宮
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第 7 図．ミカワバイケイソウ（豊橋市葦毛湿原）．

第 9 図．三河湾の島々（左から三河小島・三河大島・竹島）．

第 10 図．古山と恋路ヶ浜（田原市伊良湖）．

第 6 図．膳棚淵の滝（東栄町振草）．

第 8 図．長の山湿原（新城市作手岩波）．
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山間は日本でも数少ない対置海岸であり（第 10図），
太平洋側は「日本の渚百選」と「日本の白砂青松 100

選」にも選ばれた恋路ヶ浜がある．田原市和地の海岸
は，秩父帯の岩石が露出し，津波による巨岩集中を思
わせる場所もある．また，秩父帯のチャート層にはマ
ンガンノジュールを含む層準がある．豊橋市から田原
市の表浜は海食崖に沿って砂浜海岸が続き，片浜十三
里と呼ばれている．海食崖は渥美層群が連続して露出
し，地層の観察や渥美半島の成り立ちを学ぶに絶好の
場所となっている．
　蒲郡海岸から西浦半島の海岸にかけては，採石場跡，
岩脈・ゼノリスが見られる領家帯の花崗岩類が分布し
ている．西浦半島の南側は遊歩道が整備され，名古屋
城築城のため，石材として切り出したノミ痕（矢穴）
が残っている巨岩も見ることができる（第 11図）．
（5）地層と岩めぐり
　不整合の露頭は，東栄町や田原市などに見られる．
東栄町の大千瀬川にある預り渕や煮え淵には，白亜系
天竜峡花崗岩類に中新統設楽層群川角層が重なる不整

合の露頭がある（第 12図）．田原市には秩父帯のチャー
トと砂礫などからなる第四紀系との不整合が見られ
る．不整合面直上に堆積している礫を基底礫岩といい，
設楽町の面ノ木峠に至る天狗いろは坂には海抜 1,000 m

を越える場所に基底礫岩層が露出している．
　秩父帯のチャート層や設楽層群の海成層には断層の
露頭がある．秩父帯のチャート層には，様々な形状の
褶曲が見られる（第 13図）．東栄町や新城市の設楽層
群の泥岩層には玉ねぎ状構造（第 14図）が発達して
いる．
　豊橋市の国史跡にもなっている嵩山蛇穴や現在も地
下水が流出している水穴など嵩山から石巻地域の石灰
岩地帯には，形成時期の異なる鍾乳洞がある．東栄町
の領家変成岩類（美濃帯の岩石が原岩）には古戸の鍾
乳洞がある．国の天然記念物である「乳岩及び乳岩峡」
の通天門，海食洞である日出の石門（沖の石門，陸の
石門）も洞窟の分類に含めた．
　自然の造形により動物に似ている岩は，多くの人た
ちに感動を与え，それにまつわる伝説も生まれている．
田原市指定名勝の「鸚鵡岩」と日出の石門近くの岩礁
の「赤がめ」と陸側の「牛の首」（伊良湖誌編集委員会，
2006），新城市のうめの湯から見える「獅子岩」（第 15

図）と川売の棚山林道脇の「猿ヶ岩」，設楽町指定の
天然記念物「亀岩」（第 16図），本宮山の豊川市上長
山側からの登山道にある「カエル岩」などがある．
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第 12 図．不整合（東栄町預り渕上流）． 第 13 図．V字状褶曲（田原市日出）．

第 11 図．矢穴の残る巨岩（蒲郡市西浦）．
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（6）痕跡めぐり
　このジオツアーは自然災害の跡や人間が災害対策と
して築いた人造物を見学し，防災教育につなげるもの
である．豊橋市小松原町にある東観音寺は，宝永地震
（1707年）による大津波を受けて現在の場所に移転し
たものである．伊勢街道が通っていた太平洋側の海岸
近くに位置していた東観音寺の様子は，東観音寺収蔵

の『紙本着色東観音寺古境内図』でうかがえる．安政
地震（1854年）の津波後に地元住民が堀切海岸に築い
た津波除けの堤防である「貝殻ぼた」が今も残ってい
る（第 17図）．1904年の土石流発生から 110年が経過
した新城市四谷は，現在棚田「四谷千枚田」として利
用され「日本の棚田百選」にも選ばれている．昭和南
海地震（1944年）の翌年に起こった，内陸型の地震

東三河のジオツアー物語

第 15 図．名号からみた獅子岩（新城市川合）． 第 18 図．「三河地震による地割れ」跡（蒲郡市一色町）．

第 16 図．亀石（設楽町荒尾）． 第 19 図．丸一新田跡（田原市緑ヶ浜）．

第 14 図．玉ねぎ状構造（東栄町西薗目）． 第 17 図．「貝殻ぼた」のある堀切海岸（田原市堀切）．
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である三河地震よって横ずれ断層が生じたが，それが
観察される宗徳寺裏の「三河地震による地割れ」は，
蒲郡市天然記念物に指定されている（第 18図）．三河
湾奥部の汐川干潟はかつて新田開発が行われ，その一
つである丸一新田（1922年完成）は，新田内への浸水
が繰り返し生じたが，1953年第 13号台風（Tess）に
より水没し，復旧は放棄された（名古屋高等裁判所，
1997）．その堤防部分は，今も干潮時に姿を現わす（第
19図）．

（7）昔の観光地めぐり
　かつては観光地として知られていた地形・地質など
をめぐるジオツアーである．鳳来湖ができる前に描か
れた『三河国名所図会』（夏目編，1844–1851）の挿絵
には，穴滝，上臈岩（女郎岩），えぼし岩がある．穴
滝は鳳来湖岩脈群の一つである穴滝岩脈（鳳来湖第
10岩脈）を侵食し，穴状の滝となっている（第 20図）．
また，新城市天然記念物の障子岩岩脈（鳳来湖第 6岩
脈）は砥沢にあり，延長が約 2.9 kmに及ぶものである
（第 21図）． 

　門谷からの鳳来寺山へのルートには，新城市鳳来寺
山自然科学博物館や，鳳来硯の店や原石「鳳来寺石」
採石跡もある．湯谷から鳳来寺山スカイラインの途中
にある行者越は，『本朝名所三州鳳来寺行者越』（歌川，
1837–39）に当時の姿が見て取れる．湯谷温泉は，宇
連川を挟む鳳来峡の中心であり，鳳来寺山開山の利修
仙人とも縁の深い歴史のある温泉である．
　東栄町本郷の菊屋商店が戦前発行した『本郷風景絵
葉書』にある「下ノ淵」の写真は，納富 (1924）では
大滝として紹介されている．現在では東栄町名勝の「つ
た渕」と呼ばれ，奥三河のナイアガラの愛称もある．
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